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未
来
派
の
航
空
舞
踏
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
を
進
め
て
き
た
が
、
こ
こ
で

は
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
現
代
に
至
る
未
来
派
受
容
の
い
く
つ
か
の

局
面
を
整
理
し
つ
つ
概
観
し
て
ゆ
く
こ
と
で
、
未
来
派
そ
の
も
の
と
と
も

に
、
二
〇
世
紀
後
半
以
降
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
受
容
の
展
開
を
た
ど
る

作
業
と
も
な
っ
た
。

　

第
三
回
目
と
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
諸
相

０
３
」
で
は
、
和
田
忠
彦
氏
の
「
鉄
道
、
映
画
、
そ
し
て
郊
外

―
ピ
ラ

ン
デ
ッ
ロ
に
み
る
近
代
化
と
感
覚
変
容
」、ま
た
吉
本
秀
之
氏
に
よ
る
「
カ

メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
の
歴
史
」
と
い
う
二
つ
の
発
表
が
あ
っ
た
。
和
田
氏

の
発
表
で
は
、
感
覚
変
容
の
装
置
と
し
て
の
列
車
を
直
接
的
な
対
象
と
し

て
い
る
。
列
車
は
、
イ
タ
リ
ア
近
代
化
の
過
程
、
都
市
と
郊
外
と
い
う
感

覚
の
形
成
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
と
り

わ
け
未
来
派
の
表
現
と
知
覚
に
と
っ
て
決
定
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
ア
ン
ト
ン
・
ジ
ュ
リ
ア
・
ブ
ラ
ガ
リ
ア
の
「
フ
ォ
ト
・
デ
ィ
ナ

ミ
ズ
モ
」
の
よ
う
に
、点
と
し
て
の
〈
現
在
〉
の
平
面
の
う
え
に
〈
過
去
〉

の
時
間
と
運
動
の
軌
跡
を
定
着
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
に
お
い
て
は
、
知

覚
の
限
界
を
超
え
る
も
の
に
対
す
る
あ
る
種
の
危
機
感
が
表
現
と
な
っ

て
表
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
い
っ
た
技
術
と
知
覚
の
関
係
を

め
ぐ
る
問
題
は
、
吉
本
氏
に
よ
る
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
を
め
ぐ
る
テ
ー

マ
で
も
引
き
続
き
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
吉
本
氏
は
、
百
科

「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
諸
相
０
２
・
０
３
」（
二
〇
一
五
年
三
月
二
日
、
一
一
月
二
六
日
、
総
合
文
化
研
究
所
）
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総
合
文
化
研
究
所
共
催
に
よ
る
公
開
研
究
会
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の

諸
相
」
は
、
総
合
文
化
研
究
所
の
何
人
か
の
所
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

科
研
費
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
西
欧
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
に
お
け
る
知

覚
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
表
象
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
の
枠
内
で

企
画
さ
れ
て
い
る
一
連
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
る
。
第
一
回（
二
〇
一
四

年
九
月
二
九
日
、
前
田
和
泉
「
逆
遠
近
法
と
複
数
の
リ
ア
リ
ズ
ム
〜
ロ
シ
ア
・

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
成
立
と
展
開
〜
」、
西
岡
あ
か
ね
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
概
念
史
」）
に
引
き
続
き
、
二
〇
一
五
年
に
は
第
二
回
、

第
三
回
の
研
究
会
が
開
か
れ
た
。

　

三
月
二
日
に
総
合
文
化
研
究
所
で
開
催
さ
れ
た
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド

の
諸
相
０
２
」
で
は
、
松
浦
寿
夫
氏
に
よ
る
「
感
情
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
」、
お
よ
び
横
田
さ
や
か
氏
の
「
未
来
派
研
究
史

―
戦
後
か

ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
未
来
派
批
評
の
変
遷
」
の
二

つ
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
松
浦
史
の
発
表
で
は
、「
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
感
情
を
流
通
さ
せ
る
通
路
と
し
て
の

い
わ
ば
「
小
さ
な
イ
ン
フ
ラ
」
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
流
通

形
態
、
表
記
可
能
な
場
を
前
提
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
我
と
他
」
が

感
情
に
お
い
て
一
つ
に
な
る
場
と
し
て
の
「
感
情
移
入(em

pathy)

」
と
モ

ダ
ニ
テ
ィ
の
問
題
が
（
と
り
わ
け
日
本
の
文
学
・
美
術
史
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト

の
な
か
で
）
論
じ
ら
れ
て
い
っ
た
。
一
方
、
横
田
氏
は
こ
れ
ま
で
お
も
に
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事
典
的
な
記
述
に
お
け
る
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
の
様
態
を
た
ど
る
こ
と

に
よ
り
、
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
の
多
様
な
目
的
と
機
能
の
志
向
を
丹
念

に
確
認
し
て
い
っ
た
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
企
画
は
科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
な

か
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
あ
る
が
、
公
開
の
研
究
会
と
し
て
い
る
た

め
、
学
生
、
教
員
や
一
般
の
参
加
者
も
加
わ
っ
た
か
た
ち
で
発
表
と
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
続
く
企
画
と
し
て
は
、
二
〇
一
六
月
二
月
に

国
内
研
究
者
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　


